実技課題
実技課題
「軸組部材加工」

	注意事項
１：作業時間
標準作業時間　　300分（墨付け・加工組立て時間:計）
墨付け作業
　40分
　（最長60分）
加工組立て作業
　260分
　（最長300分）
（休憩時間は、作業時間に含めるものとする。）
２：配布資料
別紙
３：課題作成、提出方法
・個人で作業すること
・作業修了後、手を挙げて知らせ、指導員の指示を受けること



	実技課題「軸組部材加工」


１．訓練課題

次の注意事項及び仕様に従って、訓練課題図により角材等を使用して、大入れ蟻落しの加工作業をしなさい。

２．作業時間
	No.
	作業内容
	標準時間
	打ち切り時間

	1
	墨付け
	40分
	60分

	2
	加工組立
	260分
	300分

	合　　　　計
	300分
	360分


３．注意事項
（１）
支給された材料の品名，数量等が、「支給材料」のとおりであることを確認すること。

（２）
支給された材料に異常がある場合は、申し出ること。

（３）
課題作成開始後は、原則として支給材料の再支給をしない。

（４）
使用工具等は、使用工具等一覧表で指定した以外のものは使用しないこと。

（５）
課題作成中は、工具の貸し借りを禁止する。

（６）
参考書や実習場外で作成した課題図等は、使用しないこと。

（７）
作業時の服装等は、作業に適したものとし、保護帽又は作業帽を着用すること。

（８）
標準時間を超えて作業を行った場合は、超過時間に応じて減点される。

（９）
作業が終了したら、指導員に申し出ること。

（10）
この課題には、事前に書き込みをしないこと。また、課題作成中に他の用紙にメモしたものや参考書等を参照することは禁止とする。

（11）
課題作成中は、携帯電話等の使用を禁止する。
４．課題仕様

（１）
木ごしらえ

①
支給材の寸法等は次のとおりとする。
角材：1本（長さは900mm以上、成は概ね100～105mm程度）

なお、角材は、自動かんなで厚み決めしたものとし、桁及び梁を作成するために、切り使いすること。

②
各材の上端･下端は、中しこ仕上げとする。

③
桁材字前部は上端に対し直角とし、中しこ仕上げとする。
（２）
墨付け

①
火打梁寸法90×90、垂木寸法45×60、母屋90×90、小屋束90×90を想定し、墨付けするものとする。

②
平勾配は4/10とし、さしがね使いを重んじた墨付けをすること。

③
加工組立に必要な墨及び課題図に示した墨はすべて付け、墨つぼ・墨さしで仕上げること。

④
桁の上端を峠とすること。

⑤
桁には、上端及び下端の芯墨並びに火打梁の位置墨を入れること。
　なお、梁との取合い墨は課題図を参照のこと。仕口加工墨は締まり勾配・蟻勾配をとること。

⑥
桁には、柱の通しほぞ墨及び垂木との取合い墨を入れること。

⑦
梁には、上端及び下端の芯墨並びに桁との取合い墨を入れること。

⑧
梁には、小屋束(短ほぞ)の墨を入れること。
（３）
加工組立

①
柱ほぞ・小屋束ほぞ穴及び火打梁との取合いは、墨付けのみとする。

②
電動工具は、使用しない。

③
加工組立は、課題図に示すとおりとする。

④
仕口加工は、締まり勾配・蟻勾配をとること。

⑤
仕口の面取りは、必要部において行い、取合い部を除くすべての木口は面取りすること。

⑥
作品は、組み上がった状態で提出すること。
５．施工課題図
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